
ハイドン作曲　「四季」の構成と概要 世田谷区民合唱団　PL会

内容 主題 演奏者 概要

第一部
春

1 レチタティーヴォ 見よ、厳しい冬も
シモン（農夫、ベース）
ルーカス（ハンネの恋人、テノール）
ハンネ（シモンの娘、ソプラノ）

シモン、ルーカス、ハンネが各々、冬が去って春の訪れを告げる。

30分 2 合唱 来い、のどかな春よ 合唱
冬へ戻ることを畏れながらも、春の訪れを喜び熱望する。
女声合唱、男声合唱、混声合唱で歌われる。

3a レチタティーヴォ 天の牡羊座から、今 シモン 眩い太陽が照るようになり、本格的な春となった。大地の懐は解かれ爽やかな空気に包まれている。

3b アリア 農夫は今、喜び勇んで シモン 農夫は畑へ出かけ、畝間を耕し、種を蒔いていく。そして、種はやがて実を結ぶ。

4a レチタティーヴォ 農夫は今、骨惜しみをせず ルーカス 勤勉な農夫は自然からの報酬を待ち望みそして天に祈りを捧げる。

4b 三重唱と合唱 慈悲深い天よ、恵みを与えてください ルーカス、シモン、ハンネ、合唱
独唱、三重唱、合唱の組み合わせで歌われる。
天の恵みである雨や、陽の光に感謝する。

5a レチタティーヴォ 私たちの願いは聞届けられました ハンネ 願が聞届けられ雨が滴り落ち、そして大地の懐へと恵の雫を注ぐ。

5b 三重唱と合唱 おお、今やなんと素晴らしい ハンネ、ルーカス、シモン、合唱
独唱、三重唱、合唱の組み合わせで歌われる。
春の野山における木々の芽吹きや花の美しさ。動物たちの軽やかな動きが独唱によって歌われる。
この様な素晴らしい春を地上のものたちに与えた創造主である神に感謝し、讃美する。

第二部
夏

6a レチタティーヴォ 灰色のヴェールに包まれて ルーカス、シモン 柔らかな朝の光が近づき夜が去っていく。洞穴へフクロウたちは逃げていく。鳴き声で新たな活動へと農夫を呼び起こす。

35分 6b アリア 眠りを覚ました羊飼いは今 シモン、ハンネ 羊たちを緑の丘へ追い立てる。杖に身を預け日の出の輝きを見る。朝焼けに空が赤く染まり、雲は消え、空は澄み渡り高い山々の頂は金色に燃えている。

7 三重唱と合唱 朝焼けが訪れて ハンネ、ルーカス、シモン、合唱 二重唱、三重唱、合唱の組み合わせで歌われる。太陽が昇りその光がもたらす幸福に感謝し、それを創造した神を讃える。

8a レチタティーヴォ 今、周りのすべてのものが活動を始め シモン 麦は畑にひしめき合い実った穂。刈り取り積み上げられる。平野の上には陽炎が揺らめき海のようだ。

8b レチタティーヴォ 真昼の太陽は燃え盛る ルーカス 太陽は燃え盛り降り注ぎ、地面は陽炎が揺らめき海の様だ。

8c カヴァティーナ 自然は重圧に喘いでいる ルーカス 花、草、泉、すべてのものが灼熱に苦しんでいる。人も獣も地面にうち伏している。

9a レチタティーヴォ さあ、暗い森に来ました ハンネ 涼しい木陰、葉のざわめき、流れる小川、飛び交う虫たち、ハーブの香り、茂みから聞こえてくる羊飼いの草笛の音。

9b アリア なんという爽やかな感じでしょう ハンネ この爽やかな感じに心は踊り、湧き出る力に胸は高鳴る。

10a レチタティーヴォ おお、見よ蒸し暑い空気の中で シモン、ルーカス、ハンネ シモン、ルーカス、ハンネが恐ろしい嵐が来ることを告げる。

10b 合唱 ああ、嵐が近づいた 合唱
雷鳴が響く、風が吹き荒れる、どこに逃げよう。稲妻が閃き空を駆け雲を裂く。土砂降りの雨が大地を叩く。嵐は怒り、荒れ狂い大空が燃え上がる。神よ助けた
まえ。叩きつける、炸裂する雷撃、おそろしい雷鳴が轟きわたる。大地は揺さぶられ海の底まで震え上がる。

10b 三重唱と合唱 黒い雲は切れ ルーカス、ハンネ、シモン、合唱
独唱と三重唱で嵐が去り平穏な時が戻ったことを告げる。合唱では嵐が去り、勤労が終わって皆で呼びかけながら帰宅し、一日の仕事が安らかな眠りへ誘う。
鐘も鳴り終え、空には星がきらめいて安らぎへと誘っている。

第三部
秋

11 レチタティーヴォ 豊作の喜び ハンネ、ルーカス、シモン 春は花を咲かせ、夏は実を熟し、秋は実りを見せ、農夫は畑からの収穫を蓄え、いっぱいに積み上げられた成果に喜びをかみしめる。

35分 12 三重唱と合唱 こんなに自然は勤労に報いてくれた シモン、ハンネ、ルーカス、合唱
シモン、ルーカス、ハンネが勤労の貴さ、幸福、美徳を育むこと。ふるまいを和らげ、悪徳を防ぎ、心を清め、勇気と意志を励まし、善を進め責務を果たさせるこ
とをうたいあげ、合唱が勤労により幸福が訪れることを歌いあげる。

13a レチタティーヴォ ごらんなさい、あそこのしばみの茂みの方に ハンネ、シモン、ルーカス
ハンネが子供たちが木の実を落としている様子を、シモンは若い農夫が恋人の足元にクルミの実を落として驚かす様子を、ルーカスは、果実を収穫する少女た
ちの頬が瑞々しいことを歌う。

13b 二重唱 町から来た美しい人、こちらへおいで ルーカス、ハンネ
ルーカスはハンネの健康な美しさと微笑みを、ハンネはルーカスの誠実な心を互いに讃えあう。
そして、永遠の愛を誓い、生きる喜び、生きる幸せを歌う。

14a レチタティーヴォ 今、裸に裂かれた畑に シモン 刈取りが終わった畑にやってくる動物たちを捕まえるのも農夫には楽しい仕事の一つ。喜び勇んで狩りへと出かけていく。農夫も狩りを楽しみにしているのだ。

14b アリア 広い草原を見渡してごらん シモン 猟犬は草の中を嗅ぎまわり獣の足跡を捜し臭いを追っていく。鳥はあわてて飛び立つが弾が当たり舞い落ちる。

15a レチタティーヴォ ここで野兎を追い立てて ルーカス 野兎を捕まえ、狩人たちは嬉々として数え上げる。

15b 合唱 聞け、この大きなざわめき 合唱 森の中に響きわたるけたたましい音で鹿を追い立てる。追いつかれ力も尽き果たした鹿は倒れ込む。狩人たちは湧いて勝どきを上げる。

16a レチタティーヴォ ブドウの木には、今 ハンネ、シモン、ルーカス たわわに実ったブドウを収穫して樽詰めし、葡萄酒を創る作業が楽しい様子を歌う。

16b 合唱 万歳、万歳、葡萄酒だ 合唱
出来上がったワインを飲んで大宴会となる。
男たちは飲み、騒ぎ、女たちは歌い、踊り、子供たちは跳び、駆け回る。
勤労による収穫の恵みを村人たちすべてが祝い喜ぶ様子が歌われる。

カヴァティーナ 素朴な旋律を持つ歌謡的な旋律曲

ＮＯ



ハイドン作曲　「四季」の構成と概要

内容 主題 演奏者 概要

第四部
冬

17 レチタティーヴォ 冬の始まりを告げる深い霧が・・・ シモン、ハンネ 空気が冷たくなり、太陽の光は鈍く、薄暗い冬の訪れを告げる。

30分 17 カヴァティーナ 光と命は衰え ハンネ 光は陰り生命は衰え、暖かさも喜びも消え、暗くて長い夜が訪れる。

18a レチタティーヴォ 広い湖も凍りつき ルーカス
小川も流れを止め、切り立った岩から下がっているのは押し黙ってしまった滝。
森は静かに、野原を覆い谷を埋める雪が降り積もる。
大地は墓の様に。自然の活力も魅力も失われ、死の白色に塗りつぶされ、辺り一面侘しい荒野のようだ。

18b アリア 旅人が今ここで立ち止まり ルーカス
旅人が迷い、うろたえる。深い雪の中でもがいて不安が胸を締め付ける。疲れと寒さで躰は痺れていく。
突然彼の視界に光が。生気を取り戻し、喜びに胸は高鳴る。小屋に駆け足で向かい疲れきった彼は休息を求めて。

19a レチタティーヴォ そこで旅人が近づいてみると ルーカス、ハンネ、シモン

小屋の中では村人たちが集まっておしゃべりと、軽い仕事をしている。
親爺たちは若き日のことを語らっている。
ヤナギの枝で網を編むのは息子たち。
母親たちは糸巻き竿をとり、娘たちは糸車を回し、歌うのは紡ぎ歌。

19b 独唱、合唱 くるくる回れ ハンネ、合唱
女声合唱とハンネが会話をするように交互に歌い、最後に混声で終わる。
糸車を回して細く長い糸を紡いでヴェールに仕立てましょう。年の市に着て無垢な乙女の胸を包むのです。
最後に合唱とハンネが、そとはつややか、中は無垢。勤勉でつつましく上品であれ。そうして誠実な伴侶を得るのです、と歌う。

20a レチタティーヴォ 麻布を紡ぎ終えて ルーカス 糸車も止まり女たちは輪になって男たちも囲み、新しい出し物に聞き耳を立てる。ハンネの物語が始まる。

20b 独唱、合唱 ある時、名誉を重んずる娘に ハンネ、合唱 村の娘ハンネを見初めた貴族がハンネを口説こうとする。それを言葉巧みに回避して逃れる様子を会話形式で歌う。

21a レチタティーヴォ 乾燥した東の方から シモン
東の方から氷が押し寄せ、獣の息を凍らせる。
冬が勝利し,静かな恐怖が自然の全てを圧倒する。

21b アリア、レチタティーヴォ これを見るがよい、惑わされた人間よ シモン

おまえの短い春は萎れ、夏の力も尽き果てた。秋もすでに年老いた。
灰色の冬が近づき開いた墓をみせつける。
理想や希望、名声、至福の日々、贅沢に浪費した日々は、どこへいった。楽しい夜は、飲み明かした夜は、何處へ。
みんな消え失せた、夢のように。そして美徳だけが残った。
年月が移ろっても、嘆きの日も喜びの時も我らを高みへと導き続ける。

22 三重唱と合唱 それから、大いなる朝が シモン、ルーカス、ハンネ、合唱

三重唱と合唱が会話形式で歌われる。合唱が問いかけ、三重唱が答える形式で進み、最後に合唱で終わる。合唱は二つに分かれる。
合唱が、天へ昇る門が開きそこを通り、昇り、住まう人は誰か、と問いかける。
三重唱がそれに答える。悪行を避け善を行ったもの、真実のみを語ったもの、貧しき者、悩めるものを救ったもの、罪なき人を護り、義としたものが、と。
最後に合唱が、大いなる朝がくる、見よ、もう輝いている。天の門が開き、聖なる山が現れる。苦しみに満ちた冬の嵐の人生は過ぎ去ったのだ。永遠の春が支
配し、至福が報酬として与えられるように働こう。神よ、われらを導き、力と勇気を与えたまえ。われらは神の御国の栄光に赴かん。

カヴァティーナ 素朴な旋律を持つ歌謡的な旋律曲
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